独立行政法人科学技術振興機構　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（様式１）
産学連携事業本部　本部長　北澤 宏一 殿
シーズ発掘試験研究申請書
課題名　：　高強度・高耐水性を有する新規複合材料の開発と応用
	Ａ
	※Ａ/Ｂのいずれか
	課題の技術分野（番号）
	9999


募集要項に記載された諸条件を了解のうえ、以下のとおり申請します。
１.担当コーディネータ
	氏 名
	○○　○○

	所属機関名
	財団法人○○県産業創出支援センター

	産学官連携支援データベース（産学官連携従事者）への登録の有無（該当箇所を■に変更してください）。
	□ 有　□ 無
· 申請中


２.代表研究者（代表研究者のみ記入してください。）
	氏 名（カナ）
	○○　○○（フリガナ）
	性別
	　女性

	生年月日
	○○○○年○月○日（西暦）
	エフォート
	　　　　００　％

	所属・役職
	国立大学法人○○大学○○学部○○科　准教授

	連絡先
	所在地
	〒０００－００００　横浜市青葉区□□町１－１－１

	
	TEL/Mail
	123-456-7890/abc@def.cfg

	ｅ－Ｒａｄ研究者番号
	　００００００００

	ＪＳＴ委託研究契約書使用の可否（該当箇所を■に変更してください。）
	□ 可　□ 不可

	応募に対する所属長の許可（許可を得ている場合■に変更してください。）
	□ 有

	応募情報の利用について（同意される場合■に変更してください。）
	□ 同意する


３.共同研究者（直接ＪＳＴが研究費を支出する必要がある場合のみ記入してください。）
	氏 名（カナ）
	○○　○○（フリガナ）
	性別
	　男性

	生年月日
	○○○○年○月○日（西暦）
	エフォート
	　　　　００　％

	所属・役職
	株式会社○○製作所○○研究所　研究員

	連絡先
	所在地
	〒０００－００００　横浜市青葉区□□町１－１－１

	
	TEL/Mail
	123-456-7890/abc@def.cfg

	ｅ－Ｒａｄ研究者番号
	　００００００００


課題名　：　高強度・高耐水性を有する新規複合材料の開発と応用　　　　　　※再度記入してください。
	Ａ
	
	課題の技術分野（番号）
	9999


４.応募課題の内容
	(1) 応募課題の概要

	（応募課題における、技術内容、目的、実施内容、目標等について簡潔に記入してください。）
※　この項に記入された内容は、採択時に課題の概要説明資料に用いられ、ホームページ等で公開されることがあります。また、「応募情報の利用について」同意いただいた場合はコーディネート活動のためのデータとして登録いたしますので、特に秘匿すべき事項がございましたら、その旨記載してください。


	(2) 応募課題に関連するこれまでの研究成果

	（提案内容に関し、実用化という視点から見た「これまでの研究成果」「分かった事」、「まだ分かってない事（＝解決すべき課題）」を具体的に記入してください。Ｂ（発展型）に応募される場合は基となる課題名と実施年度も明記し、そこからの進展も記入してください。）


	(3) 新規性及び優位性

	（提案する内容、または複数の技術と組み合わせることで得られる新規性及び優位性を「先行技術との技術内容、有効性等についての差別化」「差別化に関わる根拠となる成果」について説明してください。）


	(4) 目標設定の妥当性

	（「実用化を目指す分野、製品像」を、これまで得られた成果に基づいて説明し、本課題の目標について言及してください。あわせて、この目標の実現にむけて設定している研究課題についても記入してください。）



５．コーディネータによる見解
	（実用化を推進するコーディネータの視点で、「新規性および優位性」「目標設定の妥当性」について、前記ポイントを参考にコメントいただくとともに、実用化に関しその他特記事項があれば記入してください。）



６.応募課題の実績
	論文発表の有無
	□有　□無
	（「有」の場合、代表論文１件について、題名・全著者名・掲載雑誌名・巻・年・頁を記入してください。）

	特許出願の有無
	□有　□無
	（「有」の場合、代表的な特許２件までについて、出願または公開番号・名称・発明者名・出願人名を記入してください。）


７.試験研究実施計画
	　（今回の試験期間内における試験項目・試験内容・数値目標等について記入してください。その際、前項までに説明された課題設定と「試験項目設定」「手法」「研究費の使途」について、整合しているかを説明するようにしてください。なお、共同研究を行う場合は、共同研究者の役割等について記入してください。）



８.試験研究費の内訳　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）
	費　目
	内　　　訳
	小 計(税込)

	設備･備品費
	○○分析装置（資産計上される物品）
	350

	材料･消耗品費
	○○用試薬、○○用カラム（資産計上されない物品）
	734

	労務費
	研究補助アルバイト
	200

	旅費･交通費
	学会発表（研究に直接関わる出張旅費等→代表研究者のみ）
	55

	その他費用
	外注加工費（以上の費目に分類されない費用）
	200

	間接経費
	（研究機関の間接部門に納める費用→機関規程を基にする）
	461

	合　計
	
	2000


· 費目：研究機関における経理処理上の大分類。これらの間には、費用の流用に関し制限があります。
· 費目内の内訳については、契約段階であらためて作成いただく「研究費内訳書」に基づいて決定されますので、申請された金額と一致しないことがあります。
９．他制度からの助成等について
	(1)実施者、エフォート
	（該当が代表研究者か共同研究者かを記入してください。）
	　　００％

	(2)制度の所管機関
	

	(3)制度名
	

	(4)課題名
	

	(5)助成期間、金額
	

	(6)実施状況
	（実施中か申請中かを記入してください。）


· 応募課題の研究期間と他制度からの助成期間が重なるものを、２．と３．にて記載した研究者について、応募中も含めて記入してください。
· 複数の場合は枠を複写してください。申請書は３ページまでとしていますが、こちらの枠を複写した部分についてのみ、次ページへ続いても良いこととします。
